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①到達目標の
達成状況

・活動計画の
実施状況

・目標の達成
状況
(中間検証）

① 国語に対する関心を深め・・・
に関しては、漢字をノートに書い
て練習し、覚えようとする態度は
身に付いてきた。授業の開始時
に漢字をノートに書いて覚えるこ
とに取り組んだクラスでは、２学
期中に1人あたり35.5ページ
（提出率91.2％）練習できた。

また、俳句や古文の暗誦に
も積極的に取り組め、俳句の暗
を実施した学年は全員が俳句三
句の暗誦を達成。古文の暗誦を
実施した学年も、90％以上の生
徒が１回で達成。できなかった生
徒も全員放課後再テストに挑み
課題を達成できた。
② 語句，語彙，漢字，文法など
の知識を身につけ・・・では期末
テストの言語事項(漢字・語彙・文
法・書写)の正答率が７０％を超
える学年もあった。
③ 音読の技能を高め・・・に関し
ては、古文の音読や群読には特
熱心に取り組め、発表会を開い
た

・学習内容をノートにまとめること
はおおむねできている。重要語
句などの小テストの正答率は約
７０パーセント程度である。（目標
値は８０％） ・単文記述解答に
ついては、十分ではなく正答率４
０パーセント程度である。

・学習内容をノート（ワークシート）
にまとめることができる。・・・目標
８５％に対し，おおむね達成でき
ている。
・小テストの正解率が８割以上の
生徒・・・目標８０％に対し，それ
までには至らなかった。難易度に
よってばらつきがある。
・関数（比例・反比例）や図形の
学習において，気づいたことを紙
に書いて発表し合うなど，できる
だけ表現活動を重視した工夫を
している。

・ノート記入率については、年度
当初はほぼ１００％を達成してい
たが、時間とともに学習に集中し
て取り組むのが苦手な生徒が授
業に参加できていない場面がみ
られるようになってきた。前期末
の現状では９０％程度となってい
る。
・文章題正答率については概ね
達成できている。

１年①音読テストの合格率８０％②単語・
基本文のテスト合格率７０％
２年①音読テストの合格率９１％②インタ
ビューテスト合格率８８％、英作文テスト合
格率６５％
３年 ①授業中の音読練習、ペア学習８
５％以上よく練習できた。アクセント、イント
ネーション、区切り、流暢さなど気をつけて
発音できた。②音読テスト合格率８０％
③基本文を正しく書くテスト８５点以上（合
格率３０％）、単語テスト８０点以上（合格
率８５%）

②数値目標の
評価・改善

引き続き
① 積極的に発表し，学習に真
剣に取り組む。課題・宿題等の提
出率をあげる。
② 書いて覚える指導・小テスト
の実施
③ 音読，暗誦等の充実，音読テ
スト，暗誦テストの実施，発表会
を継続する。

・重要語句などは小テストによ
り、さらに定着を図っていく。
・単文記述解答については、一
語一句形式をもちい確実に語句
を解読させることに努めていく。
・小テストの正答率８割以上を合
格とし、合格率８割以上をめざ
す。

○学習内容をノート（ワークシー
ト）にまとめることができる。・・・８
５％以上
○小テストの正解率が８割以上
の生徒・・・８０％以上
前期同様，粘り強く指導していく。

・ノート記入率１００％を目指す。
全員が授業に参加できるよう授
業展開の工夫や指導の充実を図
る。
・文章題正答率７０％以上を目指
す。後期になって、理科離れが進
むことのないよう、継続して前期
同様の目標値とした。

１年①音読テストの合格率９０％②単語・
基本文のテストの合格率８０％
２年①音読テストの合格率９０％以上②ス
ピーチ、インタビューテスト、英作文テスト
合格率８０％以上
３年 ①授業中・家庭での音読練習はよく
頑張ることができている。 ②音読テスト・
インタビューテストの実施を増やし、正しく
発音したり、会話力向上につとめる。③単
語テストの合格率は高いが、基本文など
を正しく書く力が不足している。

③状況改善の
ための手だて

言語活動の充実を視野に入れ、
積極的に調べたり，書いたり，
発表したりする態度の育成に
取り組むと共に、基礎学力の
充実に努める。

・単文記述解答への正答率向上
のためには、何度も指導助言を
行い、さらに重要語句や重要人
物とのつながりや意味を正確に
解読し、ノートなどにきちんと整理
させながら記帳をさせていく。

引き続き，ノートやワークシートの
使い方について適宜点検をし，
細かな指導を行う。また，プリント
学習や小テストを行うとともに，
発問を工夫したり，生徒の活動を
取り入れることによって，数学的
表現や思考力の育成にも努めて
いきたい。

引き続き
・毎時間，机間指導を行い，定期
的にノート提出による点検指導を
行う。
・単元末にプリント学習で文章題
に取り組む。
・文章で答えるための模範的表
現を授業の中で扱い、要点を指
導する。
以上の項目を継続していく。

１年：単語・基本文テストの１回の出題数
を減らし、頻度を増やす。音読シートを定
期的にチェックし、音読の習慣化を図る。
単語、基本文の練習をノートに何度も練習
させる。
２年：音読やインタビューテストでは授業
中での活動にも積極的に参加する生徒が
多く、目標を達成した。英作文テストでは
目標に達していないので、単語テストや単
文テストを行い、その事前学習として練習
ノートで繰り返し練習することで、基本文
型を定着させ
改善を図りたい。
３年単語・基本文テストの再テストなどを
すると、合格率は３５%から８５%へ上がる
ので、根気強く補充学習をすすめていく。
また、家庭での学習が不十分なので、充
実させるように促す。また、ドリル・長文問
題を多く取り組ませ、文章問題を的確に読
み取らせたい。

④今年度の達成
状況（数値目
標），次年度へ
の課題

授業へは前向きに取り組めてい
る生徒が大半である。課題等の
提出率も３学期には90％を超え
た。書いて覚える習慣は、漢字等
を何度も書く練習をさせたクラス
では、年間生徒一人当たり平均
80.0ページ漢字をノートに練習で
きた。また小テストを実施したクラ
スでは、約30問の中から10題出
題するやや難しい形式の小テス
トで平均65.8％の正答率をあげ
た。音読・暗誦に対しても積極的
な取り組みがみられ、暗誦テスト
をやったクラスはほぼ全員暗誦
を達成できた。来年度も引き続き
これらの取り組みを続け、達成率
のアップを図りたい。

各学年とも、基礎基本問題に対
して、到達度は高くなるが応用問
題や資料分析問題になると半減
する傾向にある。単文記述式問
題になると到達度も下がる傾向
にある。 各学年とも授業に
対する集中力がさらに向上し、学
習量の増加にも対応していける
ように今年度以上に短文記述式
問題への正答率をのばすため教
材研究に努めたい。

学習内容をノートやワークシート
にまとめたり，提出したりする・・・
目標８５％をおおむね達成してい
る。
小テストでは，図形における定義
や性質等，基本事項に関する内
容において，正解率８割以上の
生徒・・・目標８０％に対し，おお
むね達成している。
指導の過程において，生徒の気
付きを大切にし，みんなにわかり
やすく伝えるための発表の機会
を意識的に設けた。
今後の課題として，数式を手際よ
く正確に解くことができる表現・処
理の力と，数学的表現や思考力
の育成に，さらに努めていきた

毎時間，期間巡視を行い，定期
的にノートの提出による点検指
導を行う。各単元ごとにプリントを
用いて，実験をもとにしたグラフ
や表から考えさせる考えさせる問
題や計算問題，文章題も取り組
むように配慮していく。

１年音読テストの合格率８０％単語，基本
文のテスト合格率７５％インタビューテスト
では，英語をすらすら言える生徒が増えた
が，音読テストは９０％に達成しなかった。
授業における本文音読の時間をもう少し
設け，音読チェックシートを改善したい。単
語，基本文のテストでは，合格率が達成で
きなかったが，家庭学習の定着をはかり，
ノートに単語や文を繰り返しできているか
チェックをしていきたい。
2年：音読テストの合格率９５％単語テスト
の合格率９１％基本文テストの合格率７
６％英作文テストの合格率６６％
音読テスト、および単語テストの合格率は
目標を達成したが、基本文や自由英作文
のテストでは目標に達しなかった。練習
ノートでの勉強にはまじめに取り組める生
徒が多いが、語句や語順を正しく覚えるこ
とを難しいと感じている生徒も多い。今後
の課題としては、授業においてさらに効果

平成２２年度城東中学校学力・学習状況改善プラン「読解力と表現力の育成をめざして」到達目標達成状況と次年度への課題



音 楽 美 術 体 育 技 術 家庭科

①到達目標の
達成状況

・活動計画の
実施状況

・目標の達成
状況
（中間検証）

・鑑賞カード，学習プリントに自分
の気持ちや感想を書き，提出で
きているものが９０％以上を目標
とする。

作品を完成させるのは，ほぼ
98％の生徒ができている。忘れ
物(美術セット）をしないは90％が
できている。

１年 課題達成率８５％。集団行
動の発表会を行った。ほとんどの
生徒が合格した。
２，３年 課題達成率８５％。各グ
ループごとの班分け、反省と課題
など学習カード作成。保健授業
のおいてのワークシートへの記
入と活用。

実習時に振り返りカードの記入を
行った。記入することができた生
徒は、８５％であった。

学習内容について分かりやすく、
ノートやワークシートに記入させ、
提出する。（９０％）課題に対して
発表し合い相互に評価し合う（６
５％）

②数値目標の
評価・改善

・鑑賞カード，学習プリントに記入
し，課題ごとに提出する。

引き続き，作品完成させるを
100％をめざす。忘れ物（美術
セット）をしないも100％をめざ
す。

全学年 学習カード・ワークシート
への記入、活用。課題達成目標
は９０％。

振り返りカードの記入を９０％以
上とする。

学習内容について分かりやすく、
ノートやワークシートに記入させ、
提出させる。（９０％以上）課題に
対して発表し合い、相互に評価し
合う（７０％以上）

③状況改善の
ための手だて

・指定された項目が記入できてい
るか。（鑑賞カード・学習プリント）
・自分の気持ちや感じたことが，
文章で表現することができている
か。

引き続き，作品完成し提出できて
いるかを毎回チェックする。毎時
間，忘れ物チェックをする。

全学年とも 各学期ごとに反省、
課題を記入させる。
グループや自分の課題の取り組
み、達成状況についてお互いに
話し合ったり、発表し合う場面を
設定する。

記入する時間を確保するととも
に、よく書けているものは紹介す
るなど意欲が高まるよう工夫す
る。

ワークシートやノートに自分の考
えをまとめさせてから、発表する
ようにさせる。課題に対して発表
し合う場を多く設けるようにする。

④今年度の達成
状況（数値目
標），次年度へ
の課題

年度当初の目標は達成したもの
の，プリントへの記入は充分とは
言えない状況になってきた。また
プリント作成をコンスタントに行っ
ていく努力が，教師側にも必要
だったと思う。

引き続き，作品完成時，提出でき
ているか毎回チェックし，忘れ物
をしないを１００％を目指していく
ことに努めていく。

全学年 課題達成９０％ 反省や
課題の記入は大変良く出来た。
次年度は体操服忘れを減らす。

課題達成８５％であった。記入す
る時間の確保を多く行うと進度に
差がでてしまうため、何事もてき
ぱき行うことができるよう指導し
たい。

課題達成９２％であった。次年度
は、長期休業のときの課題につ
いて、課題提出を８０％とし、発
表する機会を設けていきたい。


